
徳山・下松・光・新南陽港区海の日協賛会規約

（目的）

第１条 海が果たす役割の重要性を認識してもらうと共に徳山下松港の発展に寄与す

ることを目的とする。

（名称）

第２条 「徳山・下松・光・新南陽港区海の日協賛会」（以下「協賛会」という。）と称

する。

（事務所の所在地）

第３条 協賛会の事務所は、山口運輸支局徳山庁舎内に置く。

（事業）

第４条 協賛会は、第１条の目的を達成するため、次の事業を行う。

(1) 海の月間中における行事
(2) 海事思想の普及・宣伝に関すること
（会員）

第５条 協賛会は、 第１条の目的に賛同する者で構成する。

（会員名簿）

第６条 協賛会は、会員名簿を備え置き、会員の登録を行う。

（役員の定数）

第７条 役員の定数は、次の通りとする。

会 長 １名

副会長 ５名以内

理 事 ２０名以内

監 事 １名

２ 会長は周南市長とする。

３ 副会長は理事のうちから会長が指名する。

４ 理事及び監事は会員の内から会長が指名する。

（役員の任期）

第８条 役員の任期は、現に所属する団体の任期とし、再任を妨げない。

（役員の職務）

第９条 会長は、協賛会を代表し、事業を総理する。

２ 副会長は、会長を補佐し、会長が事故あるとき又は欠けたときは、その職務を代

行する。

３ 理事は、協賛会の事業の執行の責に任ずる。

４ 監事は、協賛会の会計を監査する。

（役員会）

第 10条 役員会は、協賛会の最高意思決定機関であって、次に掲げる事項を議決する。



(1) 規約に関すること。（但し軽微な事項は除く。）

(2) 事業計画及び事業報告に関すること。

(3) 予算及び決算に関すること。

(4) その他重要な事項に関すること。

（役員会の構成）

第 11条 役員会は、会長・副会長・理事並びに監事で構成する。

（役員会の召集）

第 12条 役員会は、会長が必要と認めたとき又は役員の３分１以上から要求があったと

き会長が召集する。

２ 会長は、役員会を招集しようとするときは、会議の１週間前までに、議題・日時

並びに場所を示した文書をもって、役員に通知しなければならない。

（役員会の議決）

第 13条 役員会は、役員の２分の１以上の出席により成立し、会長が議長となる。

２ 役員会の議事は、出席役員の過半数をもって決し、可否同数の場合は、議長の決

するところによる。

３ 役員は、役員会に出席できない理由が生じた場合は、代理人を出席させることが

できる。

（特別部会の設置）

第 14条 会長は、必要と認める場合は、役員を指名し、特定の事項につき特別部会を設

置して審議させることができる。

（事業年度）

第 15条 協賛会の事業年度は、４月１日から翌年の３月３１日までとする。

（経費）

第 16条 協賛会の経費は、配付金・分担金・寄附金並びにその他の収入をもって充てる。

（予算）

第 17条 会長は、毎事業年度事業計画及び予算を作成し、役員会に提出し、その承認を

受けなければならない。

（決算）

第 18条 会長は、毎事業年度事業実施状況及び決算書類を作成し、監事の監査を受けた

後役員会に提出し、その承認を受けなければならない。

（監査報告）

第 19条 監事は、役員会において監査の結果を報告しなければならない。

（協賛会の庶務）

第 20条 協賛会の庶務は、山口運輸支局徳山庁舎内に置く。

附則

第１条 この規約は、平成１５年５月１３日から施行する。

第２条 平成 8 年 4 月１日施行の徳山・下松・光・新南陽港区海の日協賛会規約
は、平成１５年５月１２日をもって廃止する。




